
佐見かかしまつり



中岡さん夫妻（左、中央）と、従業員の藤原梨乃さん（右）

高いところは
「つかみばさみ」で

鈴なりのりんご

出荷用の
りんごを磨く

10月2日。11月頃から
　収穫を迎える「ふじ」
　　はまだ薄い色づき

「秋映」の収穫
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平
成
５
年
に
開
園

　

旧
赤
来
町
の
第
３
次
総
合
振
興

計
画
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
、

「
高
原
の
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

こ
こ
に
掲
げ
た
、「
町
の
自
然
環
境
を

生
か
し
た
特
徴
あ
る
体
験
型
交
流
」

を
進
め
て
い
く
た
め
、平
成
元
年
、５

品
種
、４
９
３
本
の
り
ん
ご
を
導
入

し
、栽
培
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
後
、

品
種
、本
数
を
増
や
し
な
が
ら
、平

成
５
年
に
は
、平
成
元
年
植
栽
分
が

収
穫
で
き
る
ま
で
に
成
長
。同
年
10

月
24
日
、10
品
種
、１
３
５
１
本
、面

積
１
・
４
ha
の
り
ん
ご
園
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、圃
場
面
積
も
広
が

り
、約
２
ha
で
、８
０
０
本
、17
品

種
の
り
ん
ご
が
栽
培
さ
れ
、年
間
約

30
ト
ン
の
り
ん
ご
が
収
穫
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
開
園
時
か
ら
植
栽
本
数
が
減
っ
た
の
は
、木

の
間
隔
を
広
げ
る
た
め
に
間
引
い
た
た
め

10
月
中
旬
〜
３
品
種
が

収
穫
を
迎
え
ま
す

　

赤
来
高
原
観
光
り
ん
ご
園
で
は
、

【
さ
ん
さ
・つ
が
る
・
涼
香
の
季
節
・
秋

映
・
千
秋
・
や
た
か
・
新
世
界
・
王
林
・

ふ
じ
】の
、９
品
種
の
り
ん
ご
狩
り
が

体
験
で
き
ま
す
。毎
年
９
月
初
め
か

ら
11
月
中
旬
に
か
け
て
収
穫
が
続

き
ま
す
。

　

広
報
10
月
号
が
発
行
さ
れ
る
10

月
20
日
以
降
は
、新
世
界
・
王
林
・
ふ

じ
が
収
穫
を
迎
え
て
い
ま
す
。

新
世
界【
10
月
中
旬
〜
】

　

果
皮
は
濃
紅
色
に
着
色
し
、果
肉

は
蜜
入
り
が
よ
く
、果
汁
が
多
く
硬

め
。酸
味
が
あ
ま
り
な
く
甘
味
が
強

い
品
種
。

王
林【
10
月
下
旬
〜
】

　

果
皮
は
黄
緑
色
で
、果
肉
は
や
や

硬
く
緻
密
で
多
汁
。強
い
甘
さ
の
わ

り
に
酸
味
が
弱
く
、特
徴
の
あ
る
香

り
。

ふ
じ【
11
月
初
旬
〜
】

　

果
皮
は
濃
紅
の
縦
状
に
着
色
し
、

果
汁
が
豊
富
で
蜜
が
入
り
や
す
い
。

甘
味
と
香
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

果
肉
は
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
。

●営業期間
　11月11日（日）まで
　（期間中無休）
●入園受付
　９時～16時（閉園17時）
●入園料
　大人（中学生以上）540円　　
　小人（３才以上）320円
●持ち出し料
　500円/kg
●貸し出し料
　果物ナイフ100円/本
　（ナイフ返却時に返金）
●りんご園で用意してあるもの
・ビニール袋（持ち帰り用） 
・バケツ（皮いれ） 
・手洗い用の水
・長椅子（2,3脚程度、食べる時用）
・高い場所のりんごを収穫す
る「つかみばさみ」
※タオル、敷物、まな板、お皿、フォー
ク等が必要な場合は、持参してくだ
さい。

代表取締役。赤来高原観光りんご
園、赤名観光ぼたん園を運営。
名古屋から帰郷し、平成11年秋か
ら、赤来町開発公社が運営するりん
ご園で勤務。平成19年1月に、株式会
社SBNを設立し、運営を引き継ぐ。

株式会社SBN
中岡 啓さん

　収穫の期間は、９月初めから11月中旬までの２カ
月ほど。収穫のときはやっぱりうれしい。作業は一
年中あって、春は摘果や袋かけ作業、冬には、かん
じきを履いて深い雪の上を歩きながら剪定をするこ
ともあります。小さい木なら一本の木に150個ほ
ど、古い大きな木になると500～600個の実をつけ
るので大変ではありますね。
　おいしくて、安心安全なりんごを皆さんに提供で
きるよう、そして、また来たいと思っていただける
よう、みんなで頑張っています。皆さんの来園を、
スタッフ一同お待ちしています！

　一年かけて愛情たっぷり
でつくったりんごを皆さん
に食べてもらいたいです。
「今年も来ましたよ」とお
客さんに言われるとうれし
いですね。皆さん一人ひと
りとの出会いが私たちの楽
しみと喜びです。

　ラジオでこちらの来場チケットが当たっ
て初めて来ました。こんなにみずみずしい
りんごを食べたのは初めて。やっぱり獲り
たては違いますね。今日は、３個も食べて
しまいました。お土産用にも買って帰りま
す。知り合いにも紹介したいし、来年もま
た来たいです。

　りんごの下側が、黄色く
な っ て き た ら 食 べ ご ろ 。 
「さび」と呼ばれるまだら模
様があるりんごが、意外とお
いしいです。来場者の方が、
獲りやすいように気をつけて
剪定しています。

赤来高原観光りんご園

中岡ジェニファーさん

村上みゆきさん
（松江市から来園）

藤原梨乃さん

あかく
てまあるい秋の味覚

品種ごとの収穫時期
        品種
ブルーベリー
さんさ
つがる
涼香の季節
秋映
千秋
やたか
新世界
王林
ふじ

        8月         9月        10月        11月

あかくてまあるい秋の味覚

りんごのトンネルをくぐりに―

りんごの
トンネルをくぐりに―

赤
来
高
原
観
光
り
ん
ご
園
は
、10
月
24
日
に
開
園
か
ら

25
年
を
迎
え
ま
す
。飯
南
町
の
真
っ
赤
な
秋
の
味
覚
を

味
わ
い
に
、皆
さ
ん
も
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？



個人戦優勝の高尾さん

記念品を
受け取る

米寿代表
の矢飼喜

代江さん

9月20日、小雨の中
、かかしの設置作業

が進む

親子で健やかな成長を祈ります

道の駅でほっと一息

団体戦優勝のメンバー

かかしも集まり、にぎやかな会場周辺

声高らかに万歳三唱

会場横では、9月23日に伊丹市の子どもたちと一緒に稲刈りを体験する交流事業を開催

個人戦2位の高橋さ
ん

松江市出身の演歌
歌手、

小川たけるさん

応援に笑顔で手を振り返してくれました

　

国
道
54
号
沿
い
の
佐
見
会
館
周
辺
で
、

佐
見
老
人
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る「
か
か
し

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
54
号
の
交
通
量
の
減
少
や
、地
域

の
人
口
や
子
ど
も
も
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、少
し
で
も
地
域
の
活
性

化
に
な
れ
ば
と
、平
成
27
年
か
ら
始
ま
り

今
年
で
４
回
目
。当
初
は
、約
10
体
を
７

名
で
制
作
し
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、今
で

は
30
人
以
上
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、農
作
業
服
や
着
物
、古
着

な
ど
を
着
た
、約
50
体
の
手
づ
く
り
の
か

か
し
が
並
び
、国
道
を
通
過
す
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

大
勢
の
か
か
し
が
お
出
迎
え

佐
見
か
か
し
ま
つ
り

9/23
日・祝

9/16
日

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

ち
り
け
封
じ
登
山

　

秋
分
の
日
の
琴
弾
山
神
社
例
祭
に
合

わ
せ
て
、「
ち
り
け
封
じ
登
山
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

急
な
登
山
道
を
、手
を
つ
な
い
だ
り
、

お
ん
ぶ
し
た
り
し
て
登
っ
た
５
組
の
親

子
。９
合
目
、標
高
約
１
０
０
０
ｍ
に
あ

る
、子
ど
も
の
ち
り
け
封
じ
に
霊
験
あ
ら

た
か
と
さ
れ
る
琴
弾
山
神
社
で
御
祈
願

を
う
け
、真
剣
な
表
情
で
手
を
合
わ
せ
て

お
祈
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

9/23
日・祝

中
国
山
地
で
グ
ル
メ
を
堪
能

第
５
回 

道
の
駅

グ
ル
メ
ラ
イ
ド

　

三
次
市
・
庄
原
市
・
奥
出
雲
町
・
雲
南

市
・
飯
南
町
の
２
県
５
市
町
に
ま
た
が

り
、全
長
１
２
４
km
の
コ
ー
ス
を
、６
つ
の

道
の
駅
で
グ
ル
メ
を
楽
し
み
な
が
ら
サ
イ

ク
リ
ン
グ
す
る
、「
道
の
駅
グ
ル
メ
ラ
イ
ド

i
n
中
国
山
地
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
３
１
６
人
が
参
加
。町

内
で
は
、頓
原
・
赤
来
の
両
道
の
駅
で
、煮

豚
串
や
温
か
い
ス
ー
プ
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。飯
南
町
内
の
道
の
駅
は
、

コ
ー
ス
上
に
設
け
ら
れ
た
最
後
の
道
の
駅

の
二
つ
。参
加
者
は
、ス
タ
ッ
フ
や
地
域
住

民
の「
が
ん
ば
れ
〜
」の
声
に
後
押
し
さ

れ
、ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
た
。

9/17
月・祝

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
元
気
に

敬
老
会

　

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
、こ
れ
ま
で
の

ご
労
苦
に
感
謝
し
長
寿
を
お
祝
い
す
る

「
敬
老
会
」を
、頓
原
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
み
せ
ん
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、白
寿
・
米
寿
・
喜
寿
・
金
婚

の
各
節
目
の
お
祝
い
を
迎
え
た
皆
さ
ん
に

記
念
品
を
贈
呈
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

松
江
市
出
身
の
演
歌
歌
手
、小
川
た
け
る

さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、

青
春
時
代
の
懐
か
し
い
曲
な
ど
を
一
緒
に

歌
い
、お
祝
い
の
席
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、今
年
度
、百
歳
を
迎
え
ら

れ
る
、澤
田
久
子
さ
ん（
あ
か
ぎ
の
里
）、尾

村
ト
ミ
ヨ
さ
ん（
上
赤
名
）、早
船
久
子
さ

ん（
上
赤
名
）、朝
津
フ
ミ
コ
さ
ん（
愛
寿
園
）、

渡
部
一
夫
さ
ん（
角
井
）、岩
根
フ
ク
ヨ
さ
ん

（
愛
寿
園
）、黒
角
雅
代
さ
ん（
町
区
）、片
山

君
江
さ
ん（
琴
引
の
里
）に
、内
閣
総
理
大
臣

か
ら
の
祝
状
と
銀
杯
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、先
日
、厚
生
労
働
省
か
ら
発
表

さ
れ
た「
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
百
歳
以

上
の
高
齢
者
数
」は
６
年
連
続
で
島
根
県

が
最
多（
人
口
10
万
人
あ
た
り
１
０
１
・
0
2

人
）。飯
南
町
で
は
、９
名
の
方
が
百
歳
以

上
で
す
。

　

木
次
体
育
館（
雲
南
市
）で
開
催
さ
れ
た

「
雲
南
剣
道
大
会
」で
、琴
引
剣
道
少
年

団
が
団
体
優
勝
、個
人
戦
で
も
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

団
体
戦
に
は
、高
尾
斗
梧
さ
ん
、高
橋

遥
希
さ
ん
、灘
尾
拓
馬
さ
ん
、安
井
亮
太

さ
ん
、森
山
敬
翔
さ
ん
の
５
人
が
出
場
。

奥
出
雲
町
、雲
南
市
、飯
南
町
か
ら
15
団

体
が
参
加
す
る
中
、５
人
全
員
が
自
分
の

役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
初
優
勝
。

　

ま
た
個
人
戦
で
は
、高
尾
斗
梧
さ
ん
が

優
勝
、高
橋
遥
希
さ
ん
が
２
位
に
。延
長

戦
も
あ
り
体
力
的
に
厳
し
い
勝
負
で
し

た
が
、２
人
と
も
集
中
を
切
ら
さ
ず
、得

意
技
で
決
勝
ま
で
進
み
、念
願
の
決
勝
戦

で
の
直
接
対
決
と
な
り
、上
位
を
独
占
し

ま
し
た
。

第
63
回
雲
南
剣
道
大
会

琴
引
剣
道
少
年
団
が
団
体
、個
人
で
優
勝
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2018年・第72回　読書週間

標語「ホッと一息　本と一息」

2018年・第72回　読書週間

標語「ホッと一息　本と一息」

2018年・第72回　読書週間

標語「ホッと一息　本と一息」

2018年・第72回　読書週間

標語「ホッと一息　本と一息」

図書館探検
楽し

さいっぱい!

飯南町立図書館

2018年・第72回　読書週間

（10/27(土 )～11/9(金 )）

標語「ホッと一息　本と一息」

2018年・第72回　読書週間

（10/27(土 )～11/9(金 )）

標語「ホッと一息　本と一息」

飯南町立図書館オリジナル
キャラクター「ぶっくん」

　

秋
と
い
え
ば
毎
年
開
催
さ
れ
る

「
秋
の
読
書
週
間
」。

　

今
年
も
楽
し
い
企
画
で
、皆
さ
ん
の

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

『
み
ん
な
の
１
票
で
決
ま
る
！
』

図
書
館
川
柳

　

応
募
い
た
だ
い
た
図
書
館
川
柳
の

中
か
ら
、皆
さ
ん
の
投
票
で
優
秀
作

品
を
決
定
。選
ば
れ
た
作
品
に
は
記

念
品
を
贈
呈
。

『
企
画
展
示
』

秋
の
夜
長
に
読
み
た
い
！

ミ
ス
テ
リ
ー
特
集

　

推
理
小
説
、サ
ス
ペ
ン
ス
、ホ
ラ
ー

な
ど
、ミ
ス
テ
リ
ー
と
い
っ
て
も
い
ろ

い
ろ
。あ
な
た
は
ど
れ
を
選
ぶ
？

『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
企
画
』

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
謎
解
き
ミ
ス
テ
リ
ー

　

図
書
館
の
中
に
あ
る
謎
を
解
き
、

答
え
を
導
き
出
そ
う
！
謎
が
解
け
た

ら
何
か
良
い
こ
と
が
あ
る
か
も
…
。

『
美
味
し
い
秋
み
〜
つ
け
た
♪
』

教
え
て
！

あ
な
た
の
お
す
す
め
秋
メ
ニ
ュ
ー

　

食
欲
の
秋
。日
々
の
献
立
に
お
役

立
ち
！
旬
の
食
材
を
使
っ
た
お
す
す

め
の
１
品
を
大
公
開
。

■
問
合
せ

飯
南
町
立
図
書
館

電
話
７
２
・
０
３
０
１

ドライバーは笑顔で「安全運転を心がけます」と応えていました

赤穴委員長（左から2番目）と奥野副委員長（左）

「マナーアップル｣お願いします！ 来島保育所前を走り抜ける

総合振興計画等目標指標の状況（主な指標）
    目標指標

出生数

社会増減数

婚姻数

UIターン移住者数

飯南高校生徒数

    基準値（H26）

137人／5年
年27.4人（H22-26）

－13.2人／年
（H22-26）

14組／年
（Ｈ22-26平均値）

35人／年
（H22-26）

188人

平成29年 実績値

21人

＋15人

15件／年

54人／年

182人

  目標値（H31）

180人／5年
年36人（H27-31）

+5人／年
（H27-31）

20件／年
（H27-31平均値）

53人／年
（H27-31）

180人以上

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
第
２
次
総
合
振
興
計
画
」「
総
合
戦

略
」２
つ
の
計
画
で
定
め
た
施
策（
数
値
目

標
）の
進
捗
や
成
果
な
ど
を
評
価
・
点
検

す
る
評
価
委
員
会（
赤
穴
憲
一
委
員
長
）が
、

７
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、９
月
30
日
に
は
、赤
穴
憲
一
委

員
長
、奥
野
恵
子
副
委
員
長
が
、評
価
委

員
会
で
話
し
合
わ
れ
た
評
価
や
意
見
を

町
に
対
し
て
説
明
。来
年
度
事
業
の
組
み

立
て
に
反
映
す
る
よ
う
町
長
、副
町
長
に

答
申
し
ま
し
た
。答
申
の
内
容（
概
要
）は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

施
策
ご
と
の
主
な
意
見

施
策
１「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る
」

【
評
価
の
高
い
施
策
】

●
若
者
交
流
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
飯
南
町
の
ブ
ラ
ン
ド
や
イ
メ
ー
ジ
を
意

識
し
て
も
ら
う
た
め
、「
し
め
縄
合
コ
ン
」

な
ど
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
て
開
催
し

て
ほ
し
い
。

●
保
育
料
軽
減
事
業

・
保
育
料
軽
減
事
業
は
、画
期
的
な
施
策

で
あ
る
。引
き
続
き
進
め
て
ほ
し
い
。

・
保
育
料
減
免
で
は
な
く
、完
全
免
除
と

い
う
形
は
で
き
な
い
か
？
そ
れ
だ
け
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
施
策
が
必
要
。

【
評
価
の
低
い
施
策
】

●
３
世
代
家
族
支
援
事
業

・
3
世
代
で
生
活
を
始
め
る
た
め
の
住
宅

改
修
に
か
か
る
費
用
に
補
助
金
が
出
る

制
度
だ
が
、既
に
三
世
代
で
生
活
し
て
い

る
家
族
で
も
制
度
の
対
象
と
な
る
よ
う

制
度
改
正
で
き
な
い
か
？

施
策
２「
飯
南
町
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流

れ
を
つ
く
る
」

【
評
価
の
高
い
施
策
】

●
U
I
タ
ー
ン
の
魅
力
発
掘
事
業

・
田
舎
暮
ら
し
の
本
は
、本
当
に
効
果

が
高
い
。積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
ほ

し
い
。

●
三
十
路
式
事
業

・
三
十
路
式
は
、同
級
生
と
の
つ
な
が
り

も
強
く
な
り
、U
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
に

も
な
る
。

【
評
価
の
低
い
施
策
】

●
飯
南
農
業
魅
力
発
信
事
業

・
飯
南
町
に
は
良
い
も
の
が
あ
る
が
バ
ラ
バ

ラ
。統
一
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
べ
き
。

施
策
３「
飯
南
町
で
い
き
い
き
暮
ら
せ
る

「
し
ご
と
」を
つ
く
る
」

【
評
価
の
高
い
施
策
】

●
森
林
を
活
か
し
た
地
方
創
生
事
業

・
学
校
や
公
共
施
設
等
に
飯
南
町
産
材

を
使
用
し
た
製
品
を
積
極
的
に
導
入
し
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

【
評
価
の
低
い
施
策
】

●
飯
南
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業

・
経
費
は
か
か
っ
て
も
、必
要
で
あ
れ
ば
実

行
す
る
と
い
う
判
断
を
持
っ
て
進
め
て
ほ

し
い
。

施
策
４「
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る「
ま

ち
」を
つ
く
る
」

【
評
価
の
高
い
施
策
】

●
飯
南
高
校
魅
力
化
事
業

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、生
徒
が
企

画
・
運
営
し
て
い
る
。来
場
者
の
対
応
も

生
徒
が
行
っ
て
お
り
、保
護
者
も
子
ど
も

も
安
心
感
が
生
ま
れ
や
す
く
、良
い
企
画

で
あ
る
。

・
進
学
率
も
高
く
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

制
度
で
地
域
と
の
交
流
も
で
き
て
い
る
。

人
数
的
に
も
ち
ょ
う
ど
よ
く
、親
と
し
て

も
行
か
せ
や
す
い
。

●
生
活
交
通
の
あ
り
方
検
討
事
業

・ロ
ー
ソ
ン
ポ
プ
ラ
で
の
移
動
販
売
は
、評

判
も
よ
く
、高
齢
者
の
見
守
り
と
し
て
も

機
能
し
て
い
る
。

●
冬
季
宿
泊
施
設
事
業

・
冬
季
宿
泊
施
設
の
増
設
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。高
齢
者
が
集
ま
り
、楽
し
め
る
場

所
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
目
的
型
の
資
金
確
保
を
検
討
で
き

な
い
か
？

【
評
価
の
低
い
施
策
】

●
公
共
交
通
の
あ
り
か
た
検
討
事
業

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、利
用
し
に
く
い
と
い

う
声
も
あ
る
。利
用
促
進
の
た
め
に
は
、

利
用
し
て
い
な
い
人
の
声
を
聴
く
必
要
が

あ
る
。

・
利
用
方
法
を
紹
介
し
た
映
像
作
成
や

乗
車
体
験
を
行
っ
て
い
る
が
、町
民
に
浸

透
し
て
い
な
い
。じ
っ
く
り
と
進
め
て
ほ

し
い
。

●
公
共
交
通
優
待
乗
車
券
販
売
事
業

・
移
動
販
売
を
利
用
す
る
割
引
が
あ
る
な

ど
、免
許
返
納
者
に
対
し
て
の
支
援
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
？

の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋平
成
29
年
度
に
町
が
実
施
し
た
事
業
を
評
価

合
振
興
計
画
等

評
価
委
員
会 

答
申

総
　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ

て
、町
内
各
所
で
交
通
安
全
啓
発
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
初
日
の
21
日
は
、森
島
建
設
・
赤

来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が「
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
」を
実
施
。赤
来
地
域
の
道
路
を
、

交
通
安
全
の
の
ぼ
り
旗
を
取
り
付
け
た

軽
ト
ラ
で
、安
全
運
転
を
呼
び
か
け
な
が

ら
走
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、９
月
23
日
と
26
日
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
国
道
54
号
を
通
行

す
る
車
に「
り
ん
ご
」を
配
っ
て
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

9/21
金

9/30
日
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起
業
・
事
業
承
継
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
へ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
＆

事
業
計
画
作
成
研
修
会

ビ●
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

対
象　

町
内
在
住
者
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
予
定

の
個
人
ま
た
は
法
人
等

募
集
テ
ー
マ　

地
域
資
源
活
用
、地
域
課

題
解
決
、事
業
承
継
対
策

選
考
方
法　

書
類
審
査
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

募
集
締
切
り　

12
月
12
日（
水
）

●
事
業
計
画
作
成
研
修
会

対
象　

町
内
で
起
業
や
家
業
の
引
き
継

ぎ
を
考
え
て
い
る
人
、起
業
に
関
心
の
あ

る
人
な
ど

日
時
・
会
場
・
内
容

各
回
と
も
10
時
〜
15
時（
昼
食
は
各
自
）

第
１
回
／
11
月
11
日（
日
）・
農
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
・
経
営
理
念
、営
業
戦
略

第
２
回
／
11
月
25
日（
日
）・
や
ま
な
み
・

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
フ
レ
ー
ム
作
成

第
３
回
／
12
月
９
日（
日
）・
や
ま
な
み
・

事
業
計
画
書
の
作
成

講
師　
（
公
財
）し
ま
ね
産
業
振
興
財
団

　
　
　

苅
田
和
房 

氏

ー
ブ
ミ
ラ
ー

寄
贈

カ
　

島
根
県
農
業
協
同
組
合
雲
南
地
区
本

部
か
ら
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
本
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

　

島
根
県
農
業
協
同
組
合
で
は
、交
通

事
故
の
な
い
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た

め
、交
通
事
故
防
止
機
器
を
寄
贈
す
る

取
り
組
み
を
、長
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。　

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
町
内
に
順
次
設
置

し
、交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ち
を
元
気
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま　
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
取

り
組
む「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」。今
月

は
、頓
原
の
宇
山
地
区
で
活
動
し
て
い

る
加
集
淳
子
隊
員
の
活
動
報
告
で
す
。

　

兵
庫
県
姫
路
市
出
身
の
加
集
淳
子
で

す
。今
年
の
８
月
で
、協
力
隊
と
し
て
２

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

宇
山
地
区
で
は
、農
事
組
合
法
人
草
の

城
で
、農
作
業
や
事
務
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、農
業
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、

地
区
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、徐
々
に
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い

ま
す
。刈
払
機
の
安
全
講
習
も
受
講
し
、

草
刈
り
も
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、農
産

品
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
も
取
り
組
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
は
、頓
原
天
然
炭
酸

温
泉「
ラ
ム
ネ
銀
泉
」で
フ
ロ
ン
ト
業
務

や
事
務
も
し
て
い
ま
す
。ラ
ム
ネ
銀
泉
の

良
さ
を
、よ
り
た
く
さ
ん
の
方
へ
伝
え
ら

れ
る
よ
う
、温
泉
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
も
取

得
し
ま
し
た
。宇
山
地
区
で
収
穫
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
で
作
っ
た
焼
き
芋
や
、新
米
お

に
ぎ
り
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、赤
来
高
原
観
光
り
ん
ご
園
と

コ
ラ
ボ
し
て
、貸
切
風
呂
で
り
ん
ご
温
泉

を
開
催
し
て
い
ま
す
。11
月
2
日（
金
）、

3
日（
土
）は
、一
般
風
呂
に
も
り
ん
ご
を

浮
か
べ
る
予
定
で
す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

頓
原
ラ
ム
ネ
銀
泉
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
！

子
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
」

貸
付
の
予
約
受
付
中

「
母

申
込
期
限　

平
成
31
年
２
月
28
日（
木
）

●
児
童
の
進
学
等
に
関
す
る
資
金（
貸
付

は
い
ず
れ
も
無
利
子
）

対
象　

平
成
31
年
４
月
に
進
学
を
希
望

す
る
人
で
、母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
が
扶
養
す
る
児
童
、父
母
の
い

な
い
児
童
、寡
婦
が
扶
養
す
る
子

①
修
学
資
金　

高
等
学
校
、大
学
、大
学

院
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
の
就
学

に
必
要
な
資
金（
授
業
料
、書
籍
代
、交
通
費
な
ど
）

②
修
業
資
金　

就
職
に
必
要
な
知
識
技

能
の
習
得
に
必
要
な
資
金

③
就
学
支
度
資
金　

就
学
、修
業
に
必

要
な
入
学
金
や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

●
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の
父
や
寡

婦
の
知
識
技
能
習
得
に
関
す
る
資
金（
連

帯
保
証
人
あ
り
↓
無
利
子
、な
し
↓
年
１
％
）

対
象　

母
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の

父
、寡
婦

①
技
能
習
得
資
金　

就
職
に
必
要
な
知

識
技
能
の
習
得
に
必
要
な
資
金

※
他
制
度
に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け

る
人
は
、児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す
る

資
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。必
要
書
類

等
の
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

福
祉
事
務
所　

電
話
７
２
・
１
７
７
３

9/20
木

9/27
木

平
成
31
年
度弁

論
大
会
で
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
を
受
賞

県
　

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
、「
第
47
回
島
根
県
少
年
弁
論
大

会
」で
、頓
原
中
学
校
の
中
柚
月
さ
ん（
３

年
）が
、最
優
秀
賞
に
次
ぐ
２
席
の「
島
根

県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
」を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

中
さ
ん
は
、「
私
の
生
命
線
」と
題
し
て

発
表
。「
沖
縄
修
学
旅
行
で
沖
縄
戦
に
つ

い
て
学
び
、命
の
尊
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。私
は
赤
ち
ゃ
ん
の
時
、治
ら
な
い
と
医

師
か
ら
宣
告
さ
れ
た
病
気
を
克
服
し
た

こ
と
か
ら
、命
は
宝
物
だ
と
思
い
生
き
て

き
ま
し
た
。自
分
の
命
を
必
死
で
守
っ
て

く
れ
た
母
や
家
族
、周
囲
の
人
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、一
生
懸
命
生
き

て
い
き
た
い
」と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

頓
原
中
学
校 

中
柚
月
さ
ん

雲
」ナ
ン
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
出

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
の「
出
雲
」ナ
ン

バ
ー
導
入
に
向
け
て
、図
柄
入
り
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
、

全
国
か
ら
１
５
５
点（
１
０
５
名
）の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。９
月
14
日
に
開
催
し
た

デ
ザ
イ
ン
選
考
委
員
会
で
、候
補
作
品
５

点
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

こ
の
５
点
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、そ
の
結
果
を
ふ

ま
え
、国
へ
提
案
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
決
定

し
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

候
補
作
品
の
中
か
ら
、良
い
と
思
う
デ

ザ
イ
ン
を
選
ん
で
い
た
だ
く
ほ
か
、図
柄

入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り
付
け
意

向
や
寄
附
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
、ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　

出
雲
市
、奥
出
雲
町
、飯
南

町
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

実
施
期
間　

11
月
10
月（
土
）ま
で

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
設
置
場
所

　

役
場
庁
舎
、各
支
所
・
公
民
館

※
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

ア
ン
ケ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送
、メ
ー
ル

で
の
回
答
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

出
雲
市
役
所
縁
結
び
定
住
課　

電
話
０
８
５
３
・
２
１
・
６
７
７
１

F
A
X
０
８
５
３
・
２
１
・
６
５
９
９

〒
6
9
3
|

8
5
3
0
出
雲
市
今
市

町
70
番
地

神 し々い
光の國、出雲

八岐大蛇
（やまたのおろち）

神話の国　
出雲

稲佐の浜の夕日
に舞う出雲神楽

出雲神楽

メール enmusubi@city.izumo.shimane.jp

■
問
合
せ
・
申
込
み　

産
業
振
興
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
４
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山あいの畑に植えられたクロモジ

センターの圃場で赤く熟し始めた鈴なりのクコ果実

飯南病院 副院長 三上隆浩さん

ピンクリボン運動
乳がんの正しい知識と
健診の早期受診を

声掛け訪問

～月1回「自己検診」を～
10月は乳がん月間
乳がんはどんな病気？
　乳がんは乳房にできる悪性腫瘍です。気づかず
に放置すると、がん細胞が増殖して、リンパや血液
の流れにのって、肺や肝臓、骨などの臓器にまで
及ぶ可能性があります。
　日本では、乳がんにかかる女性が年々増え、今
では年間約5～6万人の女性がかかると推定され
ています。また、亡くなる方も、ここ50年間で7倍に
増加。女性のがん部位別死亡者数は、35歳～64歳
で、乳がんが死亡原因の第1位です。（厚生労働省「死
因別死亡数2011年」）

早期発見し、治療すれば多くが治る病気
　早期発見のためには、「自己検診」や「乳がん検
診」が大切です。40歳になったら、2年に1回は乳が
ん検診を受けましょう。

●月1回の「自己検診」
　自己検診で少しでも変だと感じたら、ためらわ
ずに専門医の診察を。
●月経が始まって5～7日目にする
●閉経後の人は毎月同じ日にする
●乳房を見てみる（鏡の前で）
・乳房に気になるところは？（左右違うところや、くぼみ、
赤く腫れているところがある、皮膚が厚く毛穴が目立つなど）

・乳頭に異常は？（ただれている、引っ張ったように違う方
向を向いている、以前に比べて引っ込んでいる、少しつまむと

分泌物があるなど）

●乳房を触ってみる（浴室で）
・しこりや部分的に硬いところがないか？（石鹸など
をつけて指の腹でくるくると乳房全体をチェック）

お
口
か
ら
始
ま
る

健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　
私
の
歯
科
医
師
人
生
は
、母
校
の

岡
山
大
学
の
歯
学
部
附
属
病
院
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後
、家
庭

の
事
情（
？
）も
あ
っ
て
島
根
大
学
附

属
病
院
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。当

時
、三
刀
屋
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、関
連
医
療
機
関
と
し
て
居

住
地
か
ら
近
い
頓
原
歯
科
診
療
所

に
、”た
ま
た
ま
“
派
遣
さ
れ
ま
し
た

が
、病
院
関
係
者
な
ど
多
く
の
皆
さ

ん
に
お
世
話
に
な
り
、今
日
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。 

　
赴
任
当
初
の
治
療
は
、今
よ
り
抜

歯
処
置
の
頻
度
が
高
く
、「
口
腔
外

科
」か
ら
派
遣
さ
れ
た
と
は
い
え
、

「
抜
歯
に
い
た
る
根
本
的
状
況
を
改

善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
考

え
、行
政
と
協
力
し
た「
歯
科
保
健
」

に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
頓
原
病
院
副
院
長
は
、

自
治
医
科
大
学
２
期
生
の
山
本
従

道
先
生
。毎
日（
朝
、昼
休
み
、仕
事
終
わ

り
）、地
域
医
療
に
対
す
る
熱
い
想
い

や
実
践
等
、多
く
の
話
を
聞
き
、「
歯

科
の
立
場
か
ら
で
き
る
地
域
医
療
」

の
世
界
に
関
わ
る
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。 

　
頓
原
町
時
代
の
、「
健
康（
ま
め
）な

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」に
は
、

当
初
、「
歯
科
」は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。理
由
を
尋
ね
る
と「
健

康
に
関
す
る
会
議
だ
か
ら
、歯
科
は

関
係
な
い
の
で
」と
の
返
答
。最
近

で
は
、「
口
腔
と
全
身
の
関
係
」に
つ

い
て
、多
く
の
知
見
が
得
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
が
、歯
科
大
学
や
大
学
歯

学
部
を
卒
業
す
る
歯
科
医
師
は
、医

師
と
は
違
う
課
程
で
養
成
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、「
口
」と「
体
」は
別
の

も
の
、あ
る
い
は
関
係
な
い
と
無
意

識
の
う
ち
に
考
え
て
い
る
一
般
の

方
々
が
ま
だ
ま
だ
多
い
の
が
現
状

で
す
。 

　
今
後
は
、一
般
的
な
歯
科
治
療
を

基
盤
と
し
て
、摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、関
係
す
る
多
職

種
の
協
働
で
成
り
立
つ
分
野
に
積

極
的
に
参
加
し
、歯
科
の
立
場
か
ら

健
康
の
維
持
増
進
を
進
め
、地
域
全

体
が
ま
す
ま
す
元
気
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。「
口
」と
い
う
狭
い
と
こ

ろ
ば
か
り
を
見
る
の
で
は
な
く
、お

口
か
ら
全
身
を
、患
者
さ
ん
か
ら
ご

家
族
や
地
域
の
こ
と
も
考
え
る「
木

も
見
て
森
も
見
る
」を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

●飯南病院   電話72・0221　●来島診療所   電話76・2309　●保健福祉センター   電話72・1770

保健 福祉介護医療

コラ康健

　10月に改正となったバス時刻表を
もとに、志々地区独自の時刻表を作成
しました。
　今回は、利用者アンケートの結果を
反映した時刻改正となっています。今後
もデマンドバスの利用について、自治
会長会で役場担当者から説明を聞いた
り、利用者の意見を聞いたりしながら、
より地域住民の方が利用しやすい運行
となればいいなと思っています。
　9月の声掛け訪問は、わらべの学校
（志々公民館事業）の子どもたちと地
域のボランティアの皆さんが一緒に、
対象の方のお宅を訪問。子どもたちの
元気な声と笑顔に、訪問先の方も笑
顔でこたえられ、志々地区が明るく元
気になったように感じました。今後も
継続して声掛け訪問を行い、みんなが
安心安全な地域と感じてもらえるよ
う、活動に取り組んでいきたいと思い
ます。

　また、「志々を元気にする会」主催の
赤ちょうちん（夜の集い）を8月8日、9
月8日に開催しました。「志々に縁のあ
る方が集まって話しましょう」と企画
し、いろいろな方の思いや考えが聞け
たらいいなと思っています。これから
も定期的に開催できたらと思ってい
ますのでぜひ参加してみてください。

住みよいまちへ

集落支援員
町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

志々地区の元気のために
志々地区集落支援員の

桐原敏です。

■赤ちょうちん問合せ
志々公民館　電話73-0001　
参加費1,000円

●中山間地域研究センター
　電話 0854・76・2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

クロモジ、クコの栽培に
取り組んでみませんか？

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　町内の森林にも多く自生している
「クロモジ」。幹が和菓子のつま楊枝に
使われることが知られていますが、枝
葉もお茶や精油の原料として需要が
あります。枝葉を利用する場合は、新枝
がほぼ伸びきる8月頃から黄葉が始ま
る前までを目安に収穫します。
　また、川辺の土手などに自生する「ク

コ」は、杏仁豆腐の上にのっている赤
い実がそれです。ほとんどが中国から
の輸入品で、国産のものは希少。葉も、
お茶原料や山菜（クコ飯、おひたしな
ど）としての用途があります。ナスに似
た紫色の小さな花が咲いたあとに果
実ができ、9～11月頃にかけて収穫が
続きます。お茶や山菜としては5月頃か

ら若葉を利用します。
　クロモジもクコも、一度植えれば毎
年収穫が期待でき、鳥獣被害を受けに
くいという点でも、中山間地域の作目
として適していて、町内でも栽培を始
めた方がおられます。
　現在、畑などで効率的に栽培する方
法を、当センターで研究しています。
「原料生産や商品化に挑戦してみた
い！」という方は、ぜひご連絡ください。
■問合せ
きのこ・特用林産科　電話76-3815

11 10
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飯南町無料職業紹介所   電話76・2864
（役場地域振興課内）
飯南町無料職業紹介所   電話76・2864
（役場地域振興課内）

求 人
情 報

Ｕターン希望者・求職者・事業者のみなさまへ
　直近１カ月に登録された、フルタイム求
人の一部を紹介します。パートタイムの求
人情報や詳しい内容を知りたい方、このほ
かの情報もご覧になりたい方は、お問い合
わせください。求人情報の閲覧のみも可能
です。  ※市外局番は「0854」です。

中国化成工業（株） 本社工場　76・2258エーコープ エルシィー店　72・1221
商品づくり、補充、レジ等 正社員以外 3人

エーコープ きじま店　76・2319
店舗業務 正社員以外 3人

倉庫業務（フォークリフト運転） 正社員1人

（株）堀江運送　72・0102
トラック運転手・配送員 正社員1人

（株）ファーム木精　72・1999
農作物栽培管理者 正社員2人

（株）穀物創庫　72・1995
菓子・惣菜・モチ製造、商品開発 正社員1人島根県農業協同組合 雲南地区本部　72・1001

農産加工所における精米、積込作業員 正社員以外 1人

（有）岸石材店　72・0105
石材加工、石碑設置、営業、管理 正社員1人

（有）一福　72・0006
松江市、出雲市、雲南市への商品配達等の営業 正社員1人

松田建設（株）　76・2361

重機オペレーター 正社員
一般土木作業員 正社員

1人
1人

（福）飯南町社会福祉協議会　76・2170

保育士 正社員
あかぎの里における介護職員 正社員以外

1人
2人

（福）友愛会　72・0214

調理職員 正社員
介護職員 正社員

1人
3人

（株）飯南トータルサポート　76・9070

憩いの郷衣掛の宿泊フロント業務等 正社員
琴引フォレストパークの営業・企画・広報ほか 正社員

1人
2人

（有）赤来オートセンター　76・3000
営業 正社員1人

飯石森林組合　62・1520

一般事務、経理事務 正社員以外
舞茸センターにおけるきのこ生産作業 正社員

1人
1人

広報いーなんでは、ＡＲ（拡張現実）動画を導入
しています。詳しい視聴方法は、飯南町ホーム
ページでご紹介しています。（今月号は5ページ
に対応写真があります）

AR動画の
視聴方法

AR
動画
AR
動画

ARマーク 飯南町HP
QRコード

1213

三
次
高
等
技
術
専
門
校

来
て
み
ん
さ
い
技
能
祭

内
容　

各
訓
練
課
の
実
習
場
公
開
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
商
品
あ

り
）、実
習
作
品
販
売
、飲
食
物
バ
ザ
ー
、

芋
ほ
り
、積
み
木
大
会
、働
く
車
展
示

な
ど

日
時

　

11
月
３
日（
土
）10
時
30
分
〜
14
時

会
場　

三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
（
三
次
市
十
日
市
南
６
丁
目
14
‐
１
）

■
問
合
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校　

電
話
０
８
２
４
・
６
２
・
３
４
３
９

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

装
着
し
て
く
だ
さ
い

　

犬
の
所
有
者（
所
有
者
以
外
の
人
が
管
理
す

る
場
合
は
、そ
の
人
）は
、そ
の
犬
に
つ
い
て
、国

の
法
律（
狂
犬
病
予
防
法
）に
よ
っ
て
、毎
年
一

回
の
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
注
射
を
行
っ
た
際
に
、
町
か
ら
、

犬
の
所
有
者
に
「
注
射
済
票
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
注
射
済
票
を
犬
に

装
着
し
て
お
く
こ
と
も
、
法
律
に
よ
っ
て

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
罰
則
規
定
あ
り
）

　

ま
た
、
愛
犬
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場

合
に
、
注
射
済
票
か
ら
飼
い
主
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
装
着
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

住
民
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
が
あ
る
方
へ

追
納
で
年
金
額
が
増
や
せ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除（
全
額
・一
部
・
法

定
）、納
付
猶
予
、学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
が
あ
る
人
は
、保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
人
と
比
べ
て
、老
齢
基
礎

年
金（
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
る
年
金
）の
受
取
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た

め
に
、免
除
等
期
間
の
保
険
料
は
、10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。追
納
の
申
込

み
や
相
談
は
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
等

ま
で
。

※
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
、３
年
度
目
以
降

追
納
の
場
合
、当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
追
納
は
、古
い
月
の
も
の
か
ら
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

出
雲
年
金
事
務
所　

電
話
０
８
５
３
・
２
４
・
０
０
４
５

住
民
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
３

島
根
県
の
地
域
別
最
低
賃
金
が
改
定

時
間
額
７
６
４
円

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、島
根
県
内
の
事
業

所
で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。（
効
力
発
生
日
：
平
成
30
年
10

月
１
日
）

　

最
低
賃
金
は
、国
が
法
に
基
づ
い
て
定

め
て
い
る
賃
金
の
最
低
額
で
す
。

■
問
合
せ

島
根
労
働
局
賃
金
室　

電
話
０
８
５
２
・
３
１
・
１
１
５
８

税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、毎
年
11
月
11
日
か

ら
17
日
を「
税
を
考
え
る
週
間
」と
し

て
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
税
の
学
習
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、租

税
の
意
義
や
役
割
の
学
習
、ゲ
ー
ム

や
ク
イ
ズ
も
で
き
ま
す
。こ
の
機
会

に
、ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
国税庁ホームページ www.nta.go.jp

対
象　

福
祉
職
場
へ
の
就
職
を
希
望
し

て
い
る
人
、福
祉
職
場
に
関
心
の
あ
る
人

日
時

　

11
月
23
日（
金
・
祝
）13
時
〜

　

15
時
30
分（
受
付
12
時
30
分
〜
）

会
場

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

内
容

●
個
別
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー

　

各
ブ
ー
ス
で
、事
業
所
概
要
や
採
用
予

定
な
ど
を
説
明

●
福
祉
の
仕
事
説
明
コ
ー
ナ
ー

　

初
め
て
福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望
さ

れ
る
人
に
、福
祉
の
仕
事
・
資
格
に
つ
い
て

説
明

●
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、ミ

ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ
ン
タ
ー
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
相
談

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
ブ
ッ
ク
の
配
布

※
参
加
無
料
、申
込
不
要
、入
退
場
自

由
、服
装
自
由

■
問
合
せ

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会　

電
話
０
８
５
２
・
３
２
・
５
９
５
７

福
祉
・
保
育
の
仕
事 

就
職
・
転
職
フ
ェ
ア

自
衛
官
募
集

募
集
内
容

 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

●
一
般
試
験

対
象　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、中
学
校

卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期

課
程
修
了
者（
平
成
31
年
３
月
に
卒
業
、前
期

課
程
修
了
見
込
み
者
含
む
）

受
付
期
間 

平
成
30
年
11
月
１
日（
木
）〜

平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）締
切
日
必
着

●
推
薦
試
験

対
象　

一
般
試
験
の
資
格
該
当
者
で
、中

学
校
長
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
長
が
推

薦
す
る
人

受
付
期
間　

平
成
30
年
11
月
１
日（
木
）

〜
平
成
30
年
11
月
30
日（
金
）締
切
日
必
着

※
詳
細
は
、直
接
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部　

電
話
０
８
５
２
・
２
１
・
０
０
１
５

http://www.mod.go.jp/pco/shimane

首輪に取り付けてください

注射済票



今年３月の養成講座の様子

平成29年9月 い～なん水鉄砲選手権大会

鉢に植えたむらさき草を
コース上に植えました

山野草コースで一休み

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局今

年
も
や
り
ま
す
！

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集
中

　

昨
年
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
新
規
ガ
イ

ド
の
養
成
講
習
会
で
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
。

募
集
定
員　

10
名

日
程　

11
月
25
日（
日
）／
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の

基
礎
知
識
、基
本
ガ
イ
ド
知
識

12
月
9
日（
日
）／
危
険
予
知
訓
練
、救
急
救

命
・
応
急
手
当

※
２
日
間
と
も
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
締
切　

11
月
12
日（
月
）

■
問
合
せ

産
業
振
興
課　

電
話
７
６
・
２
２
１
４

森
林
セ
ラ
ピ
ー
博
学
講
座

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
中
で
、最
も
人

気
の
あ
る
山
野
草
コ
ー
ス
。植
栽
も
豊
か
で
、

と
て
も
癒
さ
れ
る
空
間
で
す
。そ
の
コ
ー
ス

に
、む
ら
さ
き
草
の
鉢
を
６
鉢
植
え
ま
し
た
。

　

む
ら
さ
き
草
は
、絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
て

い
る
薬
草
。出
雲
風
土
記
の
中
に
、「
小
田
の

山
に
ム
ラ
サ
キ
有
」と
記
述
さ
れ
て
お
り
、昔

は
飯
南
町
の
山
に
自
生
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

標
高
が
高
い
こ
と
、昼
夜
の
寒
暖
差
、ク
ロ

ボ
ク
土
が
む
ら
さ
き
草
の
生
育
に
あ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。将
来
、飯
南
町
の
特
産
品
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■問合せ
国道54号活性化アクションプラン推進協議会
（い～にゃん人つなぎ協議会）
電話76・2864（地域振興課）

活動の背景
　国道54号は、飯南町にとって重要な生活道路であり、観光客にとっても
主要なアクセスルートです。そんな中、中国横断自動車道「尾道松江線」の
全線開通を目前に控え、開通に伴う国道54号の利用者の減少や地域経済
への影響が懸念され、国道54号を持続的に活用するための方策を検討す
ることが必要となりました。
　方策の検討とともに、実践するための町民の自発的な活動計画として
「飯南町国道54号活性化アクションプラン」を平成21年に策定。この計画
を推進していくため、協議会が設立されました。
活動内容
　協議会では、飯南町の魅力と課題として「自然」「食」「歴史・文化」「人と
道」の4つを掲げています。魅力や課題に応じて部会を設置し、地域の取り
組みをコーディネート、実践につなげていくことで、国道54号の活性化を
目指しています。次号から、各部会の取り組みを詳しく紹介します。

町の魅力を感じてもらう、こんな活動もしています。
・大しめなわプロジェクト　　　・い～なん水鉄砲選手権大会
・スノーキャンドルイベント　　・い～にゃん人つなぎ基金の贈呈

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進協議会

　設立から10年を迎えた、国道
54号活性化アクションプラン推
進協議会。しかし、「どんな目的
で、どんな活動をしているのか
知らない人も多いのでは？今月
から、本協議会の取り組みを連
載で紹介していきます。

　　部会
自然部会

食部会

歴史・文化部会

情報発信部会

　　　　主な活動
山の魅力を高める

食に関わる魅力を高める

歴史や文化を伝承する

町の魅力を町内外へ伝える
ための仕組みづくり

　　　取り組み事例
登山道整備に関わる委託事業など

「舞まいうどん」商品化など

飯南町歴史ばなし勉強会の開催など

フリーペーパーの制作、
町の情報窓口統一の検討など

（
小　

田
）

（
赤　

名
）

（
町　

区
）

（
下
来
島
）

（
野　

萱
）

（
角　

井
）

（
川　

西
）

お
名
前

親
族

地
区

（94）（88）（96）（66）（87）（83）（87）
弘
　
司

清
　
美

初
　
枝

和
　
典

　
誠

チ
ズ
子

素
　
充

松
田  

　
吉
弘 

様

津
田  

　
忠
利 

様

加
藤  

　
延
敏 

様

影
山  

　
道
人 

様

竹
村  

　
文
夫 

様 

吾
郷  

　
暉
夫 

様

大
歳  

代
四
郎 

様

　
　
　
　
　
　 

9
月
届
出
分

安
達
　 

遥
香 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　 

9
月
届
出
分

大
　
貴
（
頓　

原
）

新
生
児

届
出
人

地
区

は
る
か

藤
原　
　

正

岡
田　

繁
富

片
岡　

千
鳥

千
葉
ト
ミ
ヱ

景
山
サ
チ
子

三
上　

朋
子

熊
谷　

允
子

景
山　

牧
栄

本
間　

啓
美

石
川　
　

隆

安
部　

徳
則

山
本　

正
敏

短
　
歌
　
　
頓
原
公
民
館
短
歌
教
室  

九
月
詠
草

歌
詠
め
と
後
お
し
く
る
る
妻
も
老
い
六
十
三
年
長
く
て
短
か
し

待
つ
雨
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
落
ち
た
れ
ば
忘
れ
た
笑
み
を
妻
は
見
せ
お
り

二
人
め
の
ひ
孫
も
加
わ
り
卒
寿
な
る
夫
の
生
れ
日
家
族
で
祝
う

電
波
と
は
不
思
議
な
も
の
よ
ス
マ
ホ
に
は
ひ
孫
の
這
い
這
い
動
画
に
写
る

高
温
の
注
意
報
出
で
し
農
道
に
稲
穂
の
う
れ
る
甘
き
香
漂
う

こ
の
夏
の
居
座
る
猛
暑
に
戸
惑
う
も
稲
穂
た
わ
わ
に
色
付
き
始
む

拡
が
る
る
花
火
の
如
し
百
日
紅
わ
が
寺
庭
に
和
み
て
見
上
ぐ

雨
あ
が
り
風
の
や
さ
し
さ
心
地
よ
し
ス
ズ
虫
の
声
静
も
り
に
聞
く

透
き
と
お
る
ト
ン
ボ
に
お
は
よ
う
と
声
か
け
る
キ
ラ
リ
輝
く
物
干
の
先

面
前
に
小
さ
き
蜘
蛛
の
降
り
来
た
る
そ
っ
と
逃
せ
り
法
話
の
席
に
て

山
も
田
も
緑
の
中
を
ゆ
う
ゆ
う
と
白
鷺
の
舞
う
夏
の
日
の
暮
れ

つ
い
た
ち
は
お
宮
参
り
に
墓
詣
り
月
の
始
め
の
新
た
な
こ
こ
ろ

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

頓原小2年　板垣　朱音さん
頓原小4年　板垣　風花さん
頓原小6年　板垣　知親さん
家族名　板垣　正行さん

けんかして
 　にっこりわらって
         　なかなおり

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明る
いまちづくりをめざしましょう。

いたがき あかね

ふうか

ともちか

まさゆき

　

今
年
で
４
回
目
の「
佐
見
か
か
し
ま

つ
り
」。国
道
を
通
る
度
に
、あ
ま
り
の

多
さ
に
驚
か
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
か
し
の
数
も
当
初
の
10
体
か
ら
、

今
年
は
50
体
に
増
え「
人
口
よ
り
多
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」と
冗
談
交
じ
り
に

話
す
人
も
。会
場
周
辺
は
、地
域
の
皆

さ
ん
の
い
き
い
き
と
し
た
笑
顔
と
、笑

い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

1415
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10/28 10/29 10/30 10/31 文化の日

勤労感謝の日

収集日 収集地区 収集日 収集日
金属類・粗大物 ガラス類

頓原連担地

八神連担地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

教育 健康・保健 文化・体育 その他
2018年　平成30年　11月分

水 木 金 土火月日

まちのスケジュール

21日（水）

26日（月）

28日（水）

27日（火）

19日（月）

21日（水）

20日（火）

12日（月）

14日（水）

13日（火）

5日（月）

7日（水）

6日（火）

頓　原

28日（水）赤　来

笑顔あふれるまち  飯南町
小さな田舎からの「生命地域」宣言

10月号
発行／飯南町　編集／企画財政課　〒690-3513  島根県飯石郡飯南町下赤名880　電話（0854）76-3941  FAX（0854）76-3943　http://www.iinan.jp/

まち

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 12日（月） 14日（水）

　2日（金） 　5日（月） 
20日（火） 22日（木）

　7日（水） 　9日（金）

●町の人口4,914人（前月比－4人）●男性2,294人  ●女性2,620人  ●世帯数2,053戸　H30.10.1 現在

広報

し尿汲取り日

［頓原地域］電話72・1401 ［赤来地域］電話76・2441 ［いいしクリーンセンター］電話72・9217
※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30
出雲地区中学校
バレーボール大会
（出雲市）〈～８日〉

3歳児健診
（保健福祉センター）

オレンジカフェ
（保健福祉センター）
14：00～16：00
行政相談
（保健福祉センター）
ボルダリング（定期）
（交流センターとんばら）
18：00～20：00
出雲地区中学校
卓球大会（出雲市）

頓原小フリー公開日
1歳6ヶ月児健診
（保健福祉センター）

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30

頓原中学校文化祭

ほっと。Cafe
,

（食講座）
（来島保健センター）
10:00～13:00

難病サロン ほのり。
（保健福祉センター）
14：00～15：30

ほっと。Cafe
,

（シェルハブ・メゾット）
（来島保健センター）
10:00～11:30

赤来中卒業研究
発表会 
はぴこ無料結婚
相談会（飯南町役場）
18：30～予約制

来島小学習発表会
志々小まつり

頓原小学習発表会
家庭の味まつり
（さつき会館）赤名小学習発表会

赤来中学校
カルチャーフェスタ
紅葉祭
（うぐいす茶屋周辺）〈～4日〉
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